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令和７年度（２０２５年度） 

全国学力・学習状況調査の結果について 
標茶町教育委員会 

今年４月に文部科学省による全国学力・学習状況調査が実施され、過日調査結果が公表され、標茶町

の調査結果をまとめましたのでお知らせします。この調査で測れるのは学力の一部分であり、学校教育

の側面の一つではありますが、調査結果を今後の教育活動の改善に向けて活用していきます。 

◆実施日 

 令和７年４月１７日（木）（中学校理科は４月１４日～４月１７日のうち１日） 

◆調査実施児童生徒 

 町内の小学校６年生３８名 町内の中学校３年生５１名 

◆調査の内容 

 ①教科に関する調査（国語、算数・数学、理科） 

  ・身に付けておかなければならない知識・技能等、及びそれらを実生活で活用する力や問題解決能

力を一体的に問う問題 

 ②生活習慣や学習環境等に関する質問調査 

  ・児童生徒に対する調査 

  ・学校に対する調査 

 

【標茶町・全道・全国の平均正答率（％）】※中学校理科はＩＲＴスコア 

  

 

 

 

 

 

 

〈小学校の状況〉 

国語、算数ともに昨年度に比べて改善傾向です。 

領域別の結果では、国語は「話すこと・聞くこと」において全国平均を上回り、「読むこと」において

は正答率が高い傾向にあります。課題は「書くこと」です。自分の考えが伝わる文章になるように、根

拠を明確にして書くことに課題が見られました。 

算数は、「図形」「変化と関係」において正答率が高い傾向にあります。課題は「数と計算」「測定」「デ

ータの活用」です。問題の意図を読み取り、数量の関係を式に表し、計算すること、伴って変わる二つ

の数量に着目し、問題を解決するために必要な数量を見い出し、知りたい数量の大きさの求め方を式や

言葉を用いて記述することに課題が見られました。 

理科は、「生命」を柱とする領域において全国平均を上回り、「地球」を柱とする領域において正答率

が高い傾向にあります。課題は「エネルギー」を柱とする領域と「粒子」を柱とする領域です。身の回

りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることや電気の回路に関する理解に課

題が見られました。また、水の温まり方や蒸発、結露等の変化に関する理解に課題が見られました。 

〈中学校の状況〉 
 国語は昨年度に比べて改善傾向、数学、理科（ＩＲＴスコア）は全国・全道平均を上回る結果となり

ました。 

 領域別での結果では、国語は全ての領域で正答率が高い傾向にあります。自分の考えや根拠を明確に

して書くことに優れていました。 

（％） （％） 

IRT とは、国際的な学力調査や英語資格・検定試験で採用

されているテスト理論です。500 を基準にした得点で表さ

れています。 

全道は［505］、全国は「503」、標茶町は「515」が平均 IRT

スコアであり、全道及び全国の数値を上回っています。 
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PC・タブレットなどのICT機器を活用す

ることについて、自分のペースで理解

しながら学習を進めることができる
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児童が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面では、児童一人一人に配備されたPC・タ

ブレットなどのICT機器をどの程度使用させていますか

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満
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自分の考えが上手く伝わるよう、資料

や文章、話の組立などを工夫して発表

しましたか
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教職員と生徒がやり取りする場面では、生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT

機器をどの程度使用させていますか

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

25.6

54

40

61.6

10

20

30

40

50

60

70

80

1時間以上

学校の授業以外に、普段(月から金曜日)、1日当た

りどれくらいの時間、勉強しますか

小学校 小学校(全国) 中学校 中学校(全国)

 数学は、３領域で全国・全道平均を上回る結果となりました。「図形」の問題で無回答率が高く、仮定

からわかる事柄、結論を導くために必要な事柄を明らかにするなどして証明の方針を立て、推論の過程

を数学的に表現することに課題が見られました。 

 理科は、「生命」「粒子」を柱とする領域で正答率が高い結果となりました。「エネルギー」「地球」を

柱とする領域で課題が見られました。 

 

〈質問調査の状況〉 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動全般にわたり、児童一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用し、児

童が自分の特性や理解度・進度に合わせながら課題解決に取り組む授業を進めており、「自分のペース

で理解しながら学習を進めることができる」と回答した児童の割合が全国及び全道平均を上回っており

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町内各中学校において、生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を効果的に活

用し、生徒一人一人が自分の考えが上手く伝わるよう、資料や文章を作成するとともに、話の組立を工

夫しながら発表する時間を確保することで、各教科の正答率・スコアが高い結果となっております。 

 

【今後の改善方策】 

 各学校においては、児童生徒一人一人の調査結果を分析し、 

指導計画等に適切に反映させるなど、学習指導等の改善に向 

けて計画的に取り組んでいきます。引き続き、「主体的・対 

話的で深い学び」の視点からの授業改善や「個別最適な学び」 

と「協働的な学び」の一体的な充実を図るとともに、学習の 

場面等に応じた指導方法について研究を重ね、適切な指導方 

法を選択しながら実践してまいります。 

 ご家庭においては、お子様の生活リズムを整えるとともに 

学習時間と読書時間を確保していただきますよう、お願いいたします。 

 教育委員会では、引き続き、教育環境の整備に向けて各校と連携しながら、児童生徒の健やかな成長

を支えてまいりますので今後もご理解とご協力をお願いいたします。 

【児童質問調査】 【学校質問調査】 

【生徒質問調査】 【学校質問調査】 

標茶町 

標茶町 


